
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先週の金曜日、学年集会を行いました。学年集会というと、学期の始まりや終わり、行

事の取り組み開始やまとめの会が主なるものですが、今回は違いました。最近の学校生活

を見ていて、気になっている点を先生たちが話し合い、本澤先生からみんなに伝えてもら

いました。例えば「お手洗いに集まって話している」「お手洗いで筋トレ」このような使い

方をすると本当にお手洗いを使いたい人が困ってしまう、また友達や先輩たちとの仲も深

まり「噂話」をよく耳にする。休み時間にとどまらず、授業中に作業をしながら、片付け

ながらなど、本来の取り組みがおろそかになる場面もあるようです。自分の胸に手を当て

て少し考えてください。そのような場面を「目にした」「耳にした」「自分もやってしまっ

た」など思い当たることがあったと思います。中学校へ入学した時の新鮮な気持ちを大切

に、増えた仲間の分だけ笑顔が増える学校生活にしていきましょう。 

 

 音楽祭の作文から   

               音楽祭を終えて      ３組 生徒 

 私は中学生になって初めての音楽祭を経験して心に残ったことがたくさんあります。まずは 

練習です。CDでアルトの音を聴いて「この音程難しい・・・」というネガティブな言葉があふれなが

らも歌の練習をたくさんした。そしてソプラノやアルトのパートのみんなと一緒に歌ってみるとつら

れ過ぎてアルトの音程が分からなくなり「ソプラノの音程につられてヤバイ」と言った。それからアル

トの音程を聴いて歌ってを繰り返した。家でも練習をした。 

 ついに１０月１６日の本番になった。3 組は一年生のなかで最後。一組の自由曲が終わると「一年三

組の人は起立してください。」という放送が入った。三組のみんなは周りを見渡す。隣の席の友達と手

をつないで「大丈夫 大丈夫 大丈夫」と言い合った。舞台にのると、指揮者と伴奏者の紹介のとき、

体が震えていた。上から照らされるライト、客席にいる大勢の生徒、保護者、先生。緊張していて水の

中にいるように聴こえた。歌い終わると安心して自然と笑顔になった。安心して先輩の歌を聴いている

と涙が出た。先輩の合唱は心に響いた。休憩に入り泣いている私に手を振ってくれた三年生の優しさ

に、また涙が出てきてしまった。そして、最後の吹奏楽部の演奏が始まり、泣いていたことを忘れるく

らい楽しかった。会場の全学年みんなが曲に合わせて手を叩くのも演奏の一つに感じた。 

先生たちが演奏と一緒に「学園天国」を歌うのが面白くてたまらなかったです。 

吹奏楽部の演奏が終わってしまってとても悲しかったけど、次は最優秀賞の発表。正直あまり期待はし

ていなかった。だっていつも「三組の女子の声が小さい」と何回も言われていたからだ。でも少し期待

していた。（中略） 

 私は長い間、練習を全力で取り組んだ。クラスのみんなの協力や思いやりのおかげだと思った。そし

て、最後の「ほらね、」を歌うときがきた。伴奏が始まった瞬間、目がウルウルしてきた。みんなで歌

っているときは悔しくて泣いている人、うれしくて泣いている人、色々な人がいた。私は嬉しい気持ち

で泣いていた。そして、閉会式が終わって私の中学校で初めての音楽祭が終わった。 

初めての音楽祭で最優秀賞がとれたのはうれしかったです。今回の音楽祭の経験を思い出して、これ

からの中学校生活を有意義に過ごしたいです。今年の一年生になれて良かったです。 

 

                 音楽祭         １組 生徒 

 私は、今回の音楽祭の練習から本番まででたくさんの思い出ができました。 

 まず、学級練習のことです。最初のほうは、なかなかスムーズにいかず、練習が少なくなってしまう

ことがよくありました。ですが、回数を重ねていくごとに、音楽祭実行委員を中心にほかのみんなも協

力し、少ない学級練習の時間内にたくさん練習ができるようにしていきました。そして、次に学級練習

の歌のことです。最初は全体的に声が小さく、強弱などもない状態でした。でも、だんだんと声も出て

きて強弱もついてきて、すごくよくなっていきました。私は二曲のピアノ伴奏をしたので 

歌っていませんが、ピアノを弾きながら曲がどんどんよくなっているのをとても実感していきました。

課題曲・自由曲どちらともすごく良い状態で本番にいけたと思っています。 

 そして音楽祭当日。みんなが緊張しているのが伝わってきました。ですが、今まで練習していたこと

が、思う存分発揮できたと思います。正直、「一組勝ったでしょ！」と思っていました。でも結果は三

組が最優秀賞でした。三組の歌声はとてもきれいで、もちろん「おめでとう」という気持ちもあったけ

ど、それより「悔しい」という気持ちが勝っていました。でもそれは、今までの練習を頑張ってきたか

らだと思っています。 

 一年生の音楽祭実行委員の学年代表である山内さんが言っていました。「意味のあったと思える音楽

祭にしたい」私はハッキリ言えます。今回の音楽祭は、絶対に意味があったということが。 

 今回の音楽祭を通して、私はたくさんのことを学びました。学んだことをこれからの学校生活で活か

していきたいです。 
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11月 22日（金）実施の移動教室保護者会出欠表   提出締め切り 11月 14日（木） 

12月 3日（火）開始の三者面談の日程調整表     提出締め切り 11月 12日（火） 

 

なお、11月 22日（金）移動教室保護者会のあとに、親睦会が予定されています（学年委員さんより

お知らせが配付されています） 当日参加も可能だそうです。ぜひお予定ください。 


